
１ 田んぼアートの目的 

日本人の主食である米に対する興味を高めるためにまず田んぼに足を運んでもらうきっかけを作るこ

と。そして稲の生育を鑑賞してもらうことから、「食農教育（食育）」を意識してもらうこと。 

 

２ 田んぼアート面積  

１８アール ５７ｍ×３３ｍ 

 

３ 栽培品種 

・田んぼアートの図・・・緑米（古代米） 

 ・図以外の部分・・・ヒノヒカリ（うるち米） 

 

４ 田植え 

日 時：６月９日（土）午前実施 午後は図以外の補植 

参加者：たんぽぽ園の年長 小学生（学童） 保護者 指導者で実施 

 

５ 米の消費量の変化（大人一人当たり） 

昭和３７年 １１８kg 

平成２１年 ５９kg 

平成２７年 ５４．６㎏   年間一人当たりの消費量 

※１日お茶碗約５杯（精米３１５ｇ）→約３杯（１７２ｇ）、１杯５７ｇ 

※一人が１年間に食べる米の水田は１．２ａ １１ｍ×１１ｍ 

 

６ 日本の田んぼアートの歴史 

（１）青森県田舎館村の田んぼアート 

 ・平成５年度から始まり、平成２９年度で２５回目になった。小さな村から生まれた稲の芸能は、 

今や全国のみならず世界から注目されるまで成長した。 

・北方稲作文化発祥の地といわれるほど長い米作りの歴史を持つ。その米を使い村おこしにつなげよ

うと２５年前役場職員の発案で田植えツアーがはじまった。 

・田植えツアーは、１９９３年５月３０日に第一回開催。参加人数１００人。この当時は「アート」

ではなく「稲文字」といわれていた。 

 

７ 大村城南高校の田んぼアートの歴史 

平成２０年度から始まり平成３０年度で、１０回目 

 

図案内容 

＊第１回 平成２０年 ＪＯＮＡＮ 

＊第２回 平成２１年 猿蟹合戦 



＊第３回 平成２２年 ＮＨＫ大河ドラマ『龍馬伝』⇒龍馬田 

＊第４回 平成２３年 東日本大震災復興農業クラブ全国大会 

            カステラ、タツノオトシゴ 

＊第５回 平成２４年 長崎がんばらんば国体 

＊第６回 平成２５年 Ｖ・ＶＡＲＥＮ長崎 

＊第７回 平成２６年 長崎がんばらんば国体  がんばくん、らんばちゃん 

＊第８回 平成２７年 平和記念像と７０ 

＊第９回 平成２９年 大村城南高校の校章 

＊第１０回 平成３０年 Ｖ・ＶＡＲＥＮ長崎のＶＩＶＩくん  

 

８ 田んぼアートの制作方法 

 

（１）図案の作成  

①デザインの公募（アンケート調査）・選考・決定（部員）  

②図案・文字の検討 （田んぼアートの見栄えを検討） 

③図案を方眼紙に写す（１／１００図、最低５０ｃｍは確保する）  

④座標点を方眼紙の図案に書き込む  

⑤方眼紙をラミネート加工する 

 

（２）田んぼアート田植えの方法  

①５ｍ間隔に１８０ｃｍの支柱を立てる  

②座標点に７５ｃｍの支柱を立てる  

③７５ｃｍの支柱をひもでつなぐ  

④ひもで囲んだ内側に「緑米」、周りに「ヒノヒカリ」を植える  
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